
進路ガイダンス（公務員）
担当：経済学部 西嶋久視



本学は、公務員試験対策に力を入れています

• K-CIPという公務員受験対策の特別プログラ
ム授業がございます。（東京アカデミーと提
携）

• 学部内授業でも一次試験対策や二次試験対策
を実施しています。



公務員の種類と仕事



国家公務員 地方公務員

事務系
・

行政系

裁判所職員
税務署職員
国家公務員一般職

都道府県庁職員
市役所(区役所)職員
町役場職員
村役場職員

公安系

自衛隊
海上保安官
入国警備官
皇宮護衛官
刑務官

警察官
消防官

公務員の種類

K-CIPでは、すべての職種に対応した受験対策を実施しています。



公務員のここが魅力
①大きな使命感と、やりがいを持てる。
②幅広い経験が積める。

③ワークライフバランスの取りやすい職場環境。

④経済的身分的に安定しており、人生設計が立てやすい。

⑤女性が活躍しやすい環境も魅力のひとつ。



公務員試験の概要



（筆記試験） （人物試験）

公務員試験の流れ

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

最
終
合
格

任 

用



試験内容
• 一次試験
① 筆記試験（職種や自治体によって内容が異なる）
A：教養試験のみ B：教養試験＋専門試験
（近年は、地方公務員試験で教養試験の多様化が見られる）

• 二次試験
① 個人面接
② 論作文試験（一次試験で実施される場合もあり）
③ 集団討論（一部自治体 例：下関市など）
④ 体力試験（警察官や消防官などの公安系職種）



公務員試験の一次試験日程
月 事務職・行政職 公安職

４ 【随時】行政特別枠(北九州市、福岡市等) 【3週目】自衛隊幹部候補生

５
【2週目】裁判所職員
【4週目】国家公務員専門職（国税専門官・労働
基準監督官など）

【2週目】警察官５月型・東京消防庁

６
【1週目】国家公務員一般職
【3週目】県･政令市職員、市町村Ａ日程(行政職)

【1週目】海上保安官（大卒）・皇宮護衛官
【3週目】政令市職員(消防)､市役所Ａ日程(消防)

７
【1週目】国立大学法人職員
【2週目】市町村Ｂ日程(行政職)

【2週目】警察官７月型 市役所Ｂ日程(消防)

９ 【3週目】市町村Ｃ日程(行政職)
【3週目】刑務官、自衛官(一般曹)
市役所Ｃ日程(消防)､警察官９月型

10 【3週目】市町村Ｄ日程(行政職) 【3週目】市役所Ｄ日程(消防)

・日程が重複していない限り、複数の公務員試験の受験が可能
・受験料は無料
・教養試験も専門試験も基本的に五肢択一式



公務員試験の一次試験日程（専門試験実施の有無）
月 事務職・行政職 公安職

４ 【随時】行政特別枠(北九州市、福岡市等) 【3週目】自衛隊幹部候補生

５
【2週目】裁判所職員
【4週目】国家公務員専門職（国税専門官・労働基
準監督官など）

【2週目】警察官５月型・東京消防庁

６
【1週目】国家公務員一般職
【3週目】県･政令市職員、市町村Ａ日程(行政職)

【1週目】海上保安官（大卒）・皇宮護衛官
【3週目】政令市職員(消防)､市役所Ａ日程(消防)

７
【1週目】国立大学法人職員
【2週目】市町村Ｂ日程(行政職)

【2週目】警察官７月型 市役所Ｂ日程(消防)

９ 【3週目】市町村Ｃ日程(行政職)
【3週目】刑務官、自衛官(一般曹)
市役所Ｃ日程(消防)､警察官９月型

10 【3週目】市町村Ｄ日程(行政職) 【3週目】市役所Ｄ日程(消防)

黒字は、教養試験のみ実施。
赤字は、教養試験に加えて専門試験を実施。
青字は、自治体による。ほとんどの自治体は、教養試験のみ実施。一部自治体では教養試験＋専門試験。
国家一般職と北九州市は、教養のみの試験区分と専門試験まで課す試験区分の両方あり。



公務員試験教養試験の科目（地方公務員） 高校までの国数理社英が中心。
判断推理・数的推理という公務員試験特有の科目もある。

合格ラインの目安
６割前後（倍率や問
題の難易度によって
変わります）

合計得点が３割を下
回ると足切り



公務員試験専門試験科目（地方公務員） 大学の法学部や経済学部で習う内容が中心
 ⇒早期からの対策が必要

合格ラインの目安
６割前後（倍率や問
題の難易度によって
変わります）

得点が３割を下回る
と足切り



筆記試験の内容
• 教養試験のみ

警察官・消防官・海上保安官などの公安職

• 教養試験＋専門試験必要

国家一般職 国家専門職（国税専門官や労働基準監督官）

ほとんどの県庁と政令指定都市（ただし、国家公務員一般職と北九州
市は、専門試験ある枠もない枠も両方あり）

・各自治体の方針による

市町村職員（政令市を除く）

全国47都道府県の市については、情報を持っています。
町村については、各自治体HP等でご確認ください。



市町村（政令指定都市は除く）の教養試験
は、近年試験が多様化
• Standardは従来型
• Logicalは、文章理解・数的処理多め、理科の出題なし
• Light は、問題が簡単な公務員試験。60題 ４択（75分）
• SPI３ （テストセンターでPCでの受験の場合が多い）
民間の採用試験でも活用 出題は“言語分野（国語）”“非言語分野

（数的処理に近い）”で構成※問題難易度は中学レベル
• SCOAは、SPI＋簡単な英語・社会・理科 60分120問

⇒SPI3とSCOAは、試験内容が特殊なため別途対策が必要



公務員試験の倍率
⚫ 競争倍率は、近年極めて下がっています。
⚫ 特に、国家公務員一般職や国税専門官は一次試験・二次試験とも

倍率が低下
⚫ 警察官の採用試験は、筆記試験の倍率が著しく低下。



国家公務員試験の倍率
大区
分

地域・試験
区分

申込者数
(a)

第1次試験 受
験者数(b)

第1次合格者
数

第2次受験者
数

最終合格者数
(c)

一次試験倍
率

二次試験倍
率

全体倍
率

行政 中国 1,170 913 661 577 456 1.4 1.3 2.00
行政 九州 1,850 1,413 965 818 642 1.5 1.3 2.20
行政 沖縄 379 279 168 148 132 1.7 1.1 2.11
行政 計 17,558 12,916 8,122 7,010 5,846 1.6 1.2 2.21
教養 中国 254 183 146 122 99 1.3 1.2 1.85
教養 四国 143 110 89 76 65 1.2 1.2 1.69
教養 九州 342 225 192 158 146 1.2 1.1 1.54
教養 沖縄 233 198 45 41 29 4.4 1.4 6.83
教養 計 4,983 3,571 2,323 2,010 1,763 1.5 1.1 2.03
合計 25,437 18,406 12,152 10,312 8,815 1.5 1.2 2.09

倍率の低下傾向が続く。国家公務員一般職を目指す方にとっては追い風。
2025年度より教養区分が創設されたが、初年度は低倍率。



国税専門官Aの倍率

年度
申込者
数(a)

一次受験者 一次合格者 二次受験者 最終合格者
一次試
験倍率

二次試
験倍率

全体
倍率

2025年度 10,169 7,079 5,868 4,844 3,305 1.2 1.5 1.8

2024年度 11,761 8,321 5,704 4,673 3,251 1.5 1.4 1.8

倍率の低下傾向が続く。国税専門官を目指す方にとっては追
い風。



2025年度福岡県・福岡市・北九州市の倍率（事務）

北九州市の行政Ⅰ（小論文）は教養試験のみで、専門試験は実施しない

福岡市⇒筆記試験の倍率が高いが、人物試験の倍率が低い。
北九州市⇒人物試験の倍率が高い。教養のみで受験できる試験区分の筆記試
験の倍率が低い

自治体 試験 専門
採用予
定

申込者

一次 （教養
試験突
破）

1.5次 一次 二次 最終
筆記試験
倍率

面接倍率全体倍率
受験者 受験者 合格者 受験者 合格者

福岡県

行政 〇 60 450 279 160 93 1.74 1.72 3.00

教育行政 〇 14 81 51 32 19 1.59 1.68 2.68

警察行政 〇 16 116 83 43 21 1.93 2.05 3.95

福岡市 行政（一般枠） 〇 55 585 361 108 107 63 3.34 1.70 5.73

北九州
市

行政Ⅰ（専門択一） 〇 40 254 176 113 103 62 61 48 1.56 2.15 3.67

行政Ⅰ（小論文） 22 119 87 61 57 32 32 23 1.43 2.48 3.78



筆記試験の競争倍率は極めて低い。
人物試験の倍率は地域によっては高い。

採用試験 受験者数
学力試験
合格者数

最終合格者
数

学力試験
競争倍率

人物試験
競争倍率

全体倍率

第１回福岡県警A（男） 334 322 82 1.04 3.93 4.07

第１回福岡県警A（女） 118 111 37 1.06 3.00 3.19

第１回山口県警A（男） 57 55 35 1.04 1.57 1.63

第１回山口県警A（女） 20 19 13 1.05 1.46 1.54

佐賀県警A（男） 69 40 15 1.73 2.67 4.60

佐賀県警A（女） 19 13 5 1.46 2.60 3.80

長崎県警Ⅰ類A（男） 58 49 32 1.18 1.53 1.81

長崎県警Ⅰ類A（女） 21 18 12 1.17 1.50 1.75

宮崎県警A（男） 34 33 26 1.03 1.27 1.31

宮崎県警A（女） 14 12 10 1.17 1.20 1.40

第1回鹿児島県警A（男） 53 48 28 1.10 1.71 1.89

第1回鹿児島県警A（女） 20 17 11 1.18 1.55 1.82

沖縄県警A（男） 123 70 30 1.76 2.33 4.10

沖縄県警A（女） 32 19 9 1.68 2.11 3.56

2025年度警察官の倍率（九州・山口）



2025年度消防官の倍率（九州政令市）

消防官の採用試験は、筆記試験も人物試験もいずれも倍率が高い。
北九州市や福岡市では、筆記試験について教養試験とSPI３のいずれかを選択可能

試験 申込者
一次
受験者

（教養試
験突破）

一次面接
受験者

一次
合格者

二次
受験者

最終
合格者

筆記試験
倍率

面接倍率
全体倍
率

福岡市
消防吏員A（一般方
式＋SPI方式）

323 277 64 53 30 4.33 1.77 9.23

北九州市
消防士（教養択一
＋SPI3）

152 109 42 40 29 29 15 2.60 2.80 7.27

熊本市
消防職（男性＋女
性）

97 73 21 10 3.48 2.10 7.30



公務員試験の倍率まとめ
• 国家公務員一般職や国税専門官は、競争倍率が低い。

• 県職員・政令指定都市職員は、倍率は高め。もっとも北九州市
は倍率が低い。

• 警察官の採用試験は、筆記試験の倍率が低いが、人物試験の倍
率は県によっては高い（人物重視）

• 消防官の採用試験は、筆記試験・面接試験とも倍率が高いこと
が多い。



筆記試験合格に必要な学力



求められる学力
全国模試での偏差値

いずれの職種でも一次試験合格者の平均偏差値は、50を下回っている。
専門科目を必要とする事務職では、他の職種に比べて合格者偏差値が若干高い

一次試験合格者平均 一次試験合格未達成者平均

全職種 45.9 41.2

公安職 45.6 39.9

事務職 46.5 42.6

事務職（専門試験あり） 47.8 40.3



求められる学力② 事務職

専門試験を課す試験は、全国偏差値50が合格の目安
専門試験を課さない試験では、全国偏差値45前後が目安
偏差値40以下でも合格の可能性はある。

一次試験合格者の全国模試での平均偏差値（職種別）

一次試験合格先 専門試験 3年間平均 3年間最低

北九州市 行政Ⅰ（専門択一） 〇 50.9 36

国家公務員一般職（中国） 〇 43.4 41.8

国家公務員一般職（九州） 〇 51.8 36.9

裁判所職員 〇 53.7 43.7

国税専門官A 〇 49.7 36.9

北九州市 行政Ⅰ（小論文） 46.2 36.1

国立大学法人 45.2 36.6



求められる学力③ 公安職
警察官・消防官 一次試験合格者の平均偏差値（職種別）

偏差値45前後が合格の目安
偏差値30台半ばでも十分合格の可能性がある。

一次試験合格先 3年間平均 3年間最低

北九州市消防 46.2 36.3

東京消防庁Ⅰ類 45.5 42.8

下関市消防 37.0 31.8

福岡県警A（男） 44.5 36.3

福岡県警A（女） 43.4 32.9

警視庁Ⅰ類（男） 43.9 37.5

鹿児島県警A（男） 44.1 41.6

山口県警A（男） 40.0 36.1

大阪府警A（男） 44.5 39.8

兵庫県警A（男） 44.5 37.1



公務員試験は努力が報われる試験です
１日当たりの学習時間と一人当たりの一次試験合格数

直前期の学習時間が1日3時間を超すと合格数が急激に増している。
⇒公務員試験は、努力が報われる試験である

学習時間 一次試験合格率 1人当たりの一次試験合格数

0～30分 75% 0.75 

30～60分 67% 0.67 

1～2時間 60% 0.60 

2～3時間 25% 0.25 

3～4時間 60% 1.50 

4～5時間 50% 1.25 

5時間超 100% 2.27 



大学生活で積むべき経験とは

大学生活で積むべき経験（ガクチカ）

①学業（授業・研究・実習 等）

②学内活動（部活動・サークル活動・委員会等）

③学外活動（アルバイト・ボランティア活動・地域活動 等）

④自己研鑽（資格取得・留学等）

地域のコミュニティラジオのパーソナリティ・小学校での防災教室の実施 自治体との課題解決 など

部活動で全国レベルの実績を残した学生は公安系の試験に強い傾向あり。大学の学園祭実行委員

子ども食堂の運営 消防団への加入 外国人に向けの日本語教室の講師 市役所へのインターンシップ

英検の取得 救命講習の受講 体力試験に向けた体力錬成 など

北九州市消防は、1次試験の比率 筆記試験：体力試験＝２：１



運動部所属と面接試験の合否（公安職）
運動部所属 運動部所属なし

職種
一次試験
合格者

最終合格
あり

合格率
一次試験
合格者

最終合格
あり

合格率

公安職全体 49 32 65.3% 27 17 63.0%

警察官 40 21 52.5% 21 12 57.1%

消防官 23 13 56.5% 11 5 45.5%

消防職では、運動部所属の学生の合格率が高い傾向はあり、警察官では、
運動部所属なしの学生の合格率が高い傾向がある。しかし、全体的に見
ると、大きな差にはなっていない。
⇒運動部に所属していなと合格できないということはない。



まとめ
• 公務員試験の競争倍率は近年低下傾向にあり、一部試験を除き
高い学力が求められているわけではない。

• 公務員試験においては、人物重視の傾向が強まっており、大学
時代に経験したことのアピールが人物試験突破につながる。

• 公務員になりたいのであれば、公務員試験のハードルがとても高い
ものとの間違った先入観は持たず挑戦してみるべき

• そのためにも大学時代に積極的に学内外の活動に挑戦していくべき



大学内の公務員試験対策

• 受験相談
• 一次試験
① 筆記試験（職種や自治体によって内容が異なる）
A：教養試験のみ B：教養試験＋専門試験 （SPIの対策も可）

• 二次試験
① 個人面接
② 論作文試験（一次試験で課される採用試験もある）
③ 集団討論（一部自治体 例：下関市、行橋市など）
④ 体力試験（警察官や消防官などの公安系職種）

可

可

可
可

可

不可

K-CIPの受講が合格への一番の近道です
担当教員の研究室を訪ねて、質問や相談に行くように勧めてください
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